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一般社団法人浪速工業会・都島クラブ・現在会員数 ◆ 合計431名

◆Ｍ・機械81名、ＭＥ・機械電気25名◆Ａ・建築79名◆Ｅ・電気・電子工学146名◆Ｃ・土木・都市工学33名◆ＣＩ・工業化学・理数47名◆Ｌ・普通12名◆工専8名

浪
速
工
業
会
・
都
島
ク
ラ
ブ

　
　
　

代
表
ご
挨
拶

　

（
一
社
）
浪
速
工
業
会
・
都
島
ク
ラ
ブ
の
会
員

の
皆
様
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄

さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
残
念
な
が
ら
、
今
年
こ
そ
は
、
と
気
持
ち
を

新
た
に
す
る
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う

で
す
。
こ
の
原
稿
を
起
こ
し
て
い
る
１
月
末
時
点

で
は
、
世
界
的
に
接
種
が
始
ま
っ
た
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
、
日
本
国
内
の
一
部
で
、
接
種
を
前
に
大

規
模
訓
練
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
先
般　

オ

ン
ラ
イ
ン
（
Z
o
o
m
）
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

幹
事
会
を
開
き
、
次
期
総
会
、
今
後
の
行
事
予
定

に
つ
い
て
検
討
し
て
頂
き
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い

て
は
本
紙
事
務
局
よ
り
の
お
知
ら
せ
を
ご
参
照
い

た
だ
き
ま
す
が
、
集
会
や
飲
食
に
よ
る
３
密
の
リ

ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
引
き
続
き
ほ
と
ん
ど
の
行

事
に
つ
い
て
中
止
、
延
期
を
採
択
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
ど
う
か
ご
理
解
賜
わ
り
ま
す
様
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
感
染
の
状
況
を
見
な
が

ら
実
施
の
可
能
性
を
探
っ
て
行
く
方
針
で
す
。
ま

だ
ま
だ
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
が
、
晴
れ
て
又
、
笑

顔
で
お
会
い
で
き
ま
す
日
を
待
ち
望
み
な
が
ら
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。
ご
自
愛
下
さ
い
。

40

菅
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亘
通

CI

　

昨
年
の
総
会
は
緊
急
事
態
宣
言
の
為
中
止
し
ま

し
た
。
1
月
21
日
の
幹
事
会
は
緊
急
事
態
宣
言
の

為
、
始
め
て
Z
o
o
m
に
て
開
催
し
、
次
回
の
総

会
の
件
を
討
議
し
た
結
果
、
今
年
も
総
会
・
懇
親

会
は
中
止
と
決
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
３
月
末

の
年
度
決
算
締
切
り
後
、
例
年
総
会
で
報
告
し
て

い
る
、
役
員
紹
介
、
会
計
報
告
、
行
事
報
告
、
行

事
予
定
を
こ
の
M
ニ
ュ
ー
ス
62
号
と
一
緒
に
送
付

し
ま
す
の
で
、
メ
ー
ル
ま
た
は
同
封
返
信
ハ
ガ
キ

に
て
、
５
月
末
ま
で
に
事
務
局
へ
届
く
様
に
、
返

信
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
結

果
を
M
ニ
ュ
ー
ス
63
号
に
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
年
5
月
中
頃
本
部
よ
り
浪
速
工
業
会
会
報
と

一
緒
に
送
付
し
て
い
る
会
費
振
込
用
紙
で
会
員
の

皆
様
が
本
部
へ
送
金
し
て
頂
い
て
い
る
3
0
0
0

円
の
内
1
0
0
0
円
が
都
島
ク
ラ
ブ
へ
還
元
さ
れ

ま
す
が
、
一
昨
年
4
月
よ
り
郵
便
振
替
手
数
料
等

が
大
幅
に
値
上
げ
と
な
り
、
9
0
0
円
が
還
元
と

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
都
島
ク
ラ
ブ
の

会
員
が
徐
々
に
減
少
し
て
お
り
、
ま
す
ま
す
還
元

金
が
減
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
都
島
ク
ラ
ブ

は
こ
の
還
元
金
に
て
同
窓
会
活
動
を
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
は
新
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
7
月
頃
に
会
費

振
込
用
紙
が
送
付
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
何
卒
、

浪
速
工
業
会
、
都
島
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
絶
や
さ
な

い
為
に
送
金
し
て
頂
き
ま
す
様
ご
協
力
の
程
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新型コロナウイルス

にご注意

題字デザイン A28（故）岡田宏三氏

都
島
ク
ラ
ブ
総
会
・懇
親
会

　
　

中
止
の
お
知
ら
せ

事
務
局
よ
り

会
費
納
入
の
お
願
い

事
務
局
よ
り

総会・懇親会は中止とさせて頂きます。

令和２年度

一般社団法人浪速工業会・都島クラブ

平成30年度　都島クラブ総会集合写真
令和元年5月11日（土）開催

事
務
局
よ
り

Ｍ
ニ
ュ
ー
ス
の
配
信
の
変
更
依
頼

　

（宅
配
便
か
ら
電
子
メ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

添
付
へ
の
切
り
替
え
）

　

従
来
Ｍ
ニ
ュ
ー
ス
は
宅
配
便
に
よ
り
配
信
し

て
い
ま
し
た
が
、
宅
配
費
の
高
騰
に
よ
り
、
経

費
節
減
の
た
め
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お

持
ち
の
方
に
は
電
子
メ
ー
ル
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ

ル
で
添
付
し
て
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

つ
い
て
は
事
務
局
へ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ご

連
絡
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

h
a
r
1
9
4
2
u
m
a
e
@
i
r
i
s
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p

で
す
。
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●
日
月
潭
・
文
武
両
道
を
説
く
儒
教
の
殿
堂

　

民
間
信
仰
で
あ
っ
た
馬
祖
信
仰
が
、
道
教
に

取
り
入
れ
ら
れ
加
え
て
仏
教
が
、
加
わ
り
混
然

一
体
の
宗
教
が
台
湾
の
宗
教
で
あ
る
と
、
既
述

し
た
が
台
湾
に
居
住
す
る
人
々
の
9
8
%
は
、

出
自
は
異
な
る
が
漢
民
族
で
あ
る
。
彼
等
の
日

常
生
活
を
営
む
為
に
必
要
な
規
範
は
、
孔
子
を

祖
と
す
る
儒
教
の
教
え
に
基
づ
く
。
台
中
か
ら

日
月
潭
【
写
真
1
】
へ
の
道
は
、
舗
装
が
不
完

全
な
古
道
で
車
は
揺
れ
に
揺
れ
、
次
第
に
高
地

を
目
指
し
登
っ
て
い
る
感
覚
が
芽
生
え
た
頃
、

前
面
の
窓
外
に
青
い
湖
面
を
陽
光
が
注
い
で
い

る
視
界
を
捉
え
る
。
湖
と
豪
華
な
宮
殿
風
の
廟

の
間
に
設
け
ら
れ
た
駐
車
場
で
、
車
を
降
り
文

武
廟
と
標
識
が
書
か
れ
た
門
を
く
ぐ
り
文
武
廟

に
入
る
。
湖
を
見
下
ろ
す
斜
面
に
建
つ
こ
の
廟

は
、
文
の
神
孔
子
、
武
の
関
羽
と
岳
飛
を
祀
る

廟
、
大
衆
に
公
開
さ
れ
た
廟
、
観
光
廟
で
あ
る

が
故
に
人
目
を
惹
＜
豪
華
な
建
物
の
構
え
、

人
々
を
出
迎
え
る
正
門
の
構
え
か
ら
重
々
し
い

屋
根
、
斜
面
を
利
し
て
湖
の
風
景
を
味
あ
う
よ

う
な
立
地
条
件
と
目
的
か
ら
設
け
ら
れ
た
廟
だ

け
に
階
段
を
登
り
内
部
を
参
詣
す
る
。
本
殿
入

り
口
に
在
る
一
対
の
赤
獅
子
は
、
日
本
の
神
社

で
は
狛
犬
と
同
じ
く
本
殿
を
護
る
マ
ス
コ
ッ
ト

の
任
務
を
担
う
。
文
殿
と
武
殿
の
廟
の
合
間
に

置
か
れ
た
金
の
玉
を
と
り
巻
く
九
頭
の
龍
の
彫

刻
も
台
湾
一
の
規
模
で
あ
る
。
廟
内
は
、
赤
い

柱
が
立
ち
並
び
、
金
色
の
孔
子
像
【
写
真
2
】
、

関
羽
・
岳
飛
像
、
円
天
井
も
金
色
に
輝
き
明
色

の
飾
れ
た
空
間
は
、
白
木
を
基
調
と
し
て
築
か

れ
た
神
社
に
常
日
頃
詣
で
て
い
る
我
々
に
と
っ

て
、
色
彩
の
違
い
に
心
の
落
ち
着
き
を
し
ば
し

失
う
。
も
っ
と
も
我
が
国
で
も
お
稲
荷
様
の
鳥

居
も
赤
、
日
光
東
照
宮
の
神
殿
も
極
彩
色
と
そ

の
他
に
も
彩
色
豊
な
神
社
、
仏
閣
は
存
在
す
る

が
、
少
数
派
で
あ
る
。
付
け
加
え
る
に
お
稲
荷

様
信
仰
は
、
歴
史
は
古
い
が
我
が
国
に
稲
作
を

も
た
ら
し
た
渡
来
系
民
族
の
所
産
で
あ
る
し
、

東
照
宮
に
到
っ
て
は
徳
川
幕
府
初
期
の
創
建
で

あ
る
か
ら
、
比
較
的
新
し
い
。
文
武
廟
の
最
高

段
に
あ
る
物
見
台
か
ら
湖
面
を
展
望
す
る
。
オ

レ
ン
ジ
色
の
瓦
で
葺
か
れ
た
廟
の
屋
根
群
、
前

方
に
拡
が
る
淡
水
湖
の
水
面
で
構
成
す
る
画
面

は
、
人
工
と
自
然
と
の
調
和
、
中
庸
を
得
た
感

を
得
る
。
因
み
に
中
国
人
は
彼
等
の
持
つ
古
代

神
話
、
伏
義
、
神
農
、
黄
帝
と
伝
わ
る
神
話
の

中
で
黄
帝
の
黄
に
基
づ
い
て
こ
の
色
を
尊
び
北

京
の
故
宮
の
宮
殿
を
範
と
す
る
よ
う
に
、
黄
色

の
屋
根
を
公
共
の
建
物
に
用
い
る
が
、
儒
学
の

殿
堂
で
あ
る
日
月
潭
の
廟
か
オ
レ
ン
ジ
色
で
あ

る
の
は
、
台
湾
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
発
露

か
、
と
思
う
は
論
者
の
推
測
の
域
を
脱
し
な
い
。

昼
食
は
長
閑
な
野
鴨
谷
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
お
店

の
主
人
は
、
矍
鑠
と
し
た
九
十
才
の
小
柄
な
老

人
。
日
本
語
が
流
暢
で
日
本
軍
の
一
兵
卒
と
し

て
６
０
年
前
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
戦
闘
に
従
軍

し
た
と
話
す
。
「
何
故
日
本
敗
れ
た
の
？
」
と

問
い
か
け
る
。
超
親
日
的
な
態
度
に
驚
く
。
車

は
、
高
速
道
路
を
南
へ
、
台
南
市
へ
と
向
か
う
。

●
台
南　

鄭
成
功　

国
姓
爺
合
戦
の
場

　

台
中
か
ら
高
雄
ま
で
、
日
月
潭
の
見
学
を
含

ん
で
の
一
日
4
5
0
k
m
の
距
離
を
走
る
。
台

湾
の
歴
史
を
形
成
し
た
遺
跡
を
追
跡
す
る
最
も

充
実
し
た
日
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
の
口
火
を

切
っ
て
先
ず
台
南
市
を
訪
れ
る
。
台
湾
人
は
、

自
国
の
都
市
の
国
内
で
の
位
置
づ
け
を
日
本
の

都
市
の
位
置
づ
け
に
例
え
る
。
台
北
を
東
京
、

台

南

を

京

都

、

高

雄

を

大

阪

、

又

面

積

（
3
6
1
9
0
㎢
）
と
九
州
に
略
近
い
の
で
、

台
北
を
福
岡
、
台
南
を
熊
本
、
高
雄
を
鹿
児
島

に
例
え
る
。
台
湾
島
は
、
西
部
の
平
野
に
主
要

都
市
が
偏
り
、
東
部
は
山
岳
地
帯
が
攻
め
占
め
、

都
市
の
規
模
は
小
規
模
で
あ
る
。
こ
の
島
に
は

2
万
年
前
よ
り
人
類
が
生
を
営
ん
だ
と
伝
え
ら

れ
、
史
実
と
し
て
明
ら
か
な
の
は
、
A
D
3
世

紀
に
太
平
洋
南
方
の
洋
上
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
諸
島

か
ら
黒
潮
に
乗
り
漂
流
し
つ
つ
こ
の
島
に
辿
り

着
き
、
続
々
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
諸
島
の
諸
民
族
が

定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
移
住
当
初
は
種
族

間
の
抗
争
も
あ
っ
た
が
、
中
国
本
土
か
ら
の
移

民
の
定
住
人
口
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
平
野
に

居
住
し
て
い
た
先
住
民
族
は
、
次
第
に
技
術
、

商
い
に
秀
で
て
い
た
中
国
か
ら
の
移
民
に
高
地

へ
と
追
い
や
ら
れ
た
。
後
世
、
日
本
統
治
下
で

は
、
こ
れ
ら
高
地
に
居
住
す
る
種
族
を
総
称
し

て
高
砂
族
と
呼
ん
だ
。
A
D
1
5
4
4
年
西
欧

諸
国
の
中
で
も
最
も
東
ア
ジ
ア
ヘ
の
侵
出
が
早

か
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
こ
の
島
の
存
在
を
認
識

し
、
以
降
他
の
列
強
諸
国
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ラ

ン

ダ

が

こ

の

島

の

開

発

に

乗

り

出

し

た

。

A
D
1
6
2
2
年
オ
ラ
ン
ダ
が
台
湾
南
部
を
、

A
D
1
6
2
4
年
ス
ペ
イ
ン
が
台
湾
北
部
を
植

民
地
と
化
し
た
。
し
か
し
A
D
1
6
6
1
年
明

の
将
軍
鄭
成
功
が
全
島
を
奪
還
し
た
。
鄭
成
功

と
い
う
人
物
は
、
我
が
国
長
崎
、
平
戸
の
田
川

七
衛
門
の
息
女
を
母
と
し
て
、
中
国
明
の
将
軍

鄭
芝
龍
を
父
と
し
て
A
D
l
6
2
4
年
こ
の
世

に
生
を
授
か
っ
た
。
彼
の
生
涯
は
、
1
4
オ
で

南
安
県
の
学
院
生
、
2
0
才
で
南
京
の
大
学
に

入
学
、
大
学
在
学
中
の
A
D
1
6
4
4
年
に
明

は
滅
亡
し
た
。
彼
は
学
者
に
な
る
道
を
断
念
し

て
、
武
将
鄭
芝
龍
に
従
っ
て
新
興
国
家
清
の
勢

力
を
滅
ぼ
し
、
明
再
興
を
期
す
る
拠
点
を
台
湾

と
定
め
、
台
湾
奪
還
を
目
指
し
島
南
部
、
台
南

に
占
拠
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
軍
を
駆
逐
す
る
た

め
に
、
兵
2
5
0
0
0
人
を
率
い
て
A
D

1
6
6
1
年
に
上
陸
す
る
。
ス
ペ
イ
ン
の
占
領

し
て
い
た
北
部
は
、
オ
ラ
ン
ダ
軍
が
A
D

1
6
4
2
年
に
島
か
ら
追
い
出
し
た
。
鄭
成
功

の
一
隊
は
、
A
D
1
6
6
1
年
に
プ
ロ
ビ
デ
ン

シ
ャ
城
を
、
翌
年
オ
ラ
ン
ダ
軍
の
本
拠
ゼ
ー
ラ

ン
ジ
ャ
城
も
陥
落
さ
せ
、
3
8
年
間
に
及
ん
だ

オ
ラ
ン
ダ
の
台
湾
統
治
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。

台
湾
奪
還
の
目
的
は
遂
げ
た
が
、
明
再
典
の
思

い
は
達
せ
ず
若
年
3
9
オ
で
夭
折
し
た
。
そ
の

後
中
国
政
争
の
経
緯
は
、
明
の
内
部
で
諸
将
が

国
家
再
興
と
の
志
を
同
じ
く
せ
ず
、
清
に
寝
が

入
り
す
る
将
軍
が
続
出
し
て
異
民
族
満
州
族
の

支
配
下
に
陥
っ
た
。
し
か
し
鄭
成
功
が
西
欧
諸

国
よ
り
東
洋
民
族
の
手
に
台
湾
を
委
ね
る
先
鞭

を
つ
け
、
後
年
清
が
東
ア
ジ
ア
の
先
駆
け
と

な
っ
た
こ
と
は
、
否
定
し
え
な
い
歴
史
的
事
実

で
あ
り
、
後
世
の
人
々
か
ら
鄭
成
功
が
尊
敬
の

念
を
持
っ
て
崇
め
ら
れ
る
由
縁
で
あ
る
。
我
が

国
に
お
い
て
は
、
日
本
人
と
の
混
血
で
の
所
以

で
、
江
戸
期
の
高
名
な
劇
作
家
近
松
門
左
衛
門

の
著
し
た
「
国
姓
爺
合
戦
」
の
題
名
で
歌
舞
伎
、

文
楽
の
演
目
の
一
つ
と
し
て
現
在
に
到
る
も
人

口
に
膾
炙
し
て
い
る
。
写
真
は
彼
の
居
城
、
赤

嵌
楼
【
写
真
3
】
を
示
し
て
い
る
。
次
い
で
プ

ピ
デ
ン
シ
ャ
ル
城
を
訪
れ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人
が

築
い
た
プ
ロ
ビ
デ
ン
シ
ャ
城
と
い
う
名
の
こ
の

城
は
、
記
念
館
と
し
て
遺
さ
れ
て
い
る
建
物
は

A
D
1
9
0
6
年
に
再
建
さ
れ
た
建
物
で
、
オ

ラ
ン
ダ
人
が
プ
ロ
ビ
デ
ン
シ
ャ
城
と
し
て
築
い

た
部
分
の
遺
跡
と
し
て
遺
さ
れ
て
い
る
は
、
破

壊
崩
壊
し
た
城
壁
の
一
部
分
で
、
積
み
上
げ

麗
し
の
島
・台
湾

2021年（令和3年）4月 第62号

第
2
回

写真1・日月潭

写真2・金色の孔子像

A
27

田
中　

瑛
也
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ら
れ
た
焼
成
煉
瓦
、
目
地
は
蜂
蜜
と
黒
砂
糖
を

練
っ
て
接
着
剤
と
し
て
用
い
て
い
る
の
で
、
モ

ル
タ
ル
目
地
の
様
に
目
地
の
線
は
明
確
で
な
い
。

再
建
さ
れ
た
中
国
建
築
風
の
楼
閣
の
内
部
に
設

け
ら
れ
た
展
示
室
に
は
、
中
央
に
大
き
く
鄭
成

功
の
肖
像
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
時
代
の
歴
史
的

遺
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、
心
に
遺
っ
た
の

は
、
ホ
ー
ル
中
央
に
置
か
れ
た
一
日
本
人
、
八

田
与
一
（
1
8
9
6
～
1
9
4
2
）
の
ブ
ロ
ン

ズ
像
【
写
真
4
】
で
あ
る
。
彼
は
、
土
木
技
師

と
し
て
鳥
山
頭
に
ダ
ム
を
築
き
、
干
ば
つ
、
洪

水
に
悩
む
嘉
南
地
域
の
農
民
を
救
済
し
た
。

A
D
1
9
2
0
年
に
着
手
し
A
D
1
9
3
0
年

に
完
成 

し
た
こ
の
ダ
ム
は
、
当
時
東
洋
一
の
規

模

を

誇

っ

た

。

し

か

し

八

田

技

師

は

、

A
D
1
9
4
2
年
日
本
軍
の
召
集
を
受
け
、
戦

地
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
赴
く
途
上
に
彼
の
乗
っ
て
い

た
輸
送
船
が
、
米
海
軍
の
魚
雷
を
受
け
不
帰
の

人
と
な
っ
た
。
こ
の
像
の
前
で
台
湾
人
の
ガ
イ

ド
は
日
本
人
か
ら
受
け
た
恩
恵
に
謝
意
を
表
す
。

太
陽
の
光
に
映
え
る
庭
園
の
中
央
に
は
、
鄭
成

功
と
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
講
和
が
成
り
立
っ
た
光

景
を
彫
像
に
し
た
像
が
立
つ
。
そ
の
彫
像
に
そ

そ
ぐ
陽
光
を
遮
る
よ
う
に
椰
子
が
林
立
す
る
。

台
湾
に
育
む
椰
子
に
は
、
三
種
類
の
椰
子
が
あ

る
。
一
つ
は
、
コ
コ
ナ
ツ
椰
子
、
コ
コ
ナ
ツ
の

実
を
成
熟
さ
せ
。
一
つ
は
、
背
は
伸
び
る
が
実

を
付
け
な
い
台
湾
椰
子
、
馬
鹿
椰
子
と
も
云
わ

れ
る
。
そ
し
て
濱
郎
椰
子
と
呼
ば
れ
る
椰
子
は

背
の
高
さ
は
大
き
く
な
い
が
、
濱
郎
と
言
う
名

の
実
を
つ
け
、
そ
の
実
は
覚
醒
剤
と
し
て
実
を

愛
用
す
る
人
は
噛
む
。
市
中
に
は
濱
郎 

売
店
の

看
板
を
よ
く
見
か
け
る
が
、
こ
の
実
を
指
す
の

だ
と
納
得
す
る
。
車
で
十
分
も
か
か
ら
な
い
近

距
離
に
整
然
と
整
備
さ
れ
た
芝
生
の
前
庭
が
あ

る
延
平
郡
王
祠
に
着
く
。
延
平
郡
王
祠
【
写
真

5
】
英
雄
鄭
成
功
の
祀
ら
れ
る
廟
、
か
つ
て
こ

の
地
を
統
治
し
た
日
本
の
台
湾
総
督
府
は
開
山

神
社
と
し
て
鄭
家
一
族
を
手
厚
く
奉
っ
た
。
そ

の
名
の
由
来
は
、
鄭
家
が
台
湾
を
支
配
し
た
抗

清

複

明

の

期

、

僅

か

1

6

年

の

期

間 

（
1
6
6
1
～
1
6
6
3
）
で
は
あ
っ
た
が
、

開
山
王
朝
と
名
づ
け
ら
れ
た
そ
の
名
に
由
来
す

る
。
土
で
築
か
れ
た
赤
い
漆
喰
塗
り
が
施
さ
れ

た
土
塀
、
門
の
額
に
は
明
延
平
郡
王
祠
と
書
さ

れ
て
い
る
。
手
入
れ
行
き
届
い
た
廟
、
調
和
し

た
緑
の
木
々
の
配
列
さ
れ
た
中
庭
を
赤
い
柱
と

梁
で
組
み
立
て
ら
れ
た
回
廊
が
取
り
囲
む
。
正

殿
中
央
に
は
、
荘
厳
な
面
立
ち
の
鄭
成
功
の
座

像
、
こ
の
本
殿
中
央
の
場
に
か
ぎ
り
黄
色
の
垂

れ
幕
と
鄭
成
功
の
緑
衣
と
が
赤
色
で
な
い
故
に

心
が
落
ち
着
く
。
脇
の
回
廊
に
は
、
長
崎
平
戸

田
川
家
の
位
牌
が
並
ぶ
。
赤
い
鄭
成
功
の
像

【
写
真
6
】
、
位
牌
と
室
内
空
間
は
赤
一
色
、

道
教
の
寺
院
で
は
あ
る
が
、
こ
の
赤
色
好
み
は

東
洋
の
み
な
ら
ず
、
新
約
聖
書
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示

録
に
「
目
は
燃
え
さ
か
る
炎
、
顔
は
照
り
か
が

や
く
太
陽
の
様
で
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る

か
ら
宗
教
で
の
赤
色
信
仰
は
東
西
の
軌
を
一
に

す
る
。
鄭
成
功
の
偉
業
の
話
で
、
台
湾
民
族
形

成
の
足
跡
の
話
は
中
断
し
た
の
で
、
こ
こ
で
話

を
戻
す
が
、
鄭
成
功
の
死
後
、
清
が
こ
の
台
湾

を
統
治
し
た
が
、
中
国
本
土
福
建
省
か
ら
の
移

民
は
続
き
、
彼
等
は
台
湾
省
民
と
し
て
共
同
意

識
を
持
ち
、
国
家
と
し
て
の
礎
を
形
成
し
た
。

既
述
し
た
が
、
先
住
民
の
他
に
中
国
か
ら
の
渡

来
系
で
は
あ
る
が
、
中
国
系
居
住
民
の
一
割
前

後
の
客
家
系
の
人
々
が
、
存
在
す
る
。
客
家
は

よ
そ
者
と
の
意
味
で
は
あ
る
が
、
漢
民
族
の
発

生
の
地
中
原
の
民
の
気
風
を
遺
す
。
伝
え
ら
れ

る
史
実
に
よ
る
と
、
唐
末
期
8
7
4
年
に
起
き

た
黄
巣
の
乱
を
逃
れ
各
地
に
拡
散
し
た
と
云
わ

れ
、
司
馬
遼
太
郎
の
説
に
よ
る
と
、
孫
文
も
そ

の
流
れ
を
汲
み
、
祖
の
郷
土
を
捨
て
散
ら
ば
っ

た
意
識
は
、
中
国
全
体
を
自
分
の
育
っ
た
地
域

に
限
ら
れ
ず
、
見
回
す
こ
と
が
出
来
る
。
換
言

す
れ
ば
、
私
よ
り
も
公
を
重
ん
ず
る
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
い
人
物
が
い
る
。
と
客
家
の
人
々
を
評

し
て
い
る
が
、
台
湾
へ
は
福
建
省
か
ら
の
大
量

移
民
に
遅
れ
て
入
り
、
独
立
独
歩
の
志
を
懐
く

客
家
の
人
々
は
支
配
者
清
王
朝
に
抗
し
て
漢
民

族
の
威
厳
を
持
ち
続
け
て
今
日
に
到
っ
た
。
以

後
台
湾
へ
の
移
民
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
国
民

政
府
の
台
湾
で
の
中
華
民
国
成
立
時
で
あ
る
が
、

熱
気
を
帯
び
た
こ
の
話
題
は
台
北
で
の
中
正
記

念
堂
、
忠
烈
祠
訪
問
時
に
述
べ
た
い
。
要
す
る

に
台
湾
の
人
口
は
2
2
7
3
万
人
の
約
2
%
が

先
住
民
族
で
、
残
り
の
9
8
%
が
中
国
か
ら
の

移
住
で
1
9
4
5
年
以
前
の
居
住
者
が
本
省
人

で
そ
の
人
々
の
約
1
0
%
が
客
家
人
1
9
4
5

年
国
民
政
府
の
台
湾
で
政
務
を
執
る
期
以
降
に

移
住
し
た
人
々
を
外
省
人
と
呼
ば
れ
、
本
省
人

と
外
省
人
と
の
構
成
人
口
は
、
お
お
よ
そ
で
は

あ
る
が
、
本
省
人
8
5
% 

、
外
省
人
1
5
%
で

あ
る
。

本
原
稿
は
2
0
0
7
年
に
A
27
田
中
氏
が
台
湾
を
訪
問
さ

れ
Ｍ
ニ
ュ
ー
ス
用
に
寄
稿
し
て
戴
き
、
M
42
前
田
氏
と
A

47
西
口
氏
に
よ
る
デ
ー
タ
入
力
に
A
57
信
原
が
2
0
2
0

年
3
月
に
田
中
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
写
真
を
受
領
し

掲
載
に
至
っ
た
連
携
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
今
後
の
連

載
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

M
M
S
実
行
委
員
会

※
次
号
へ
続
く

写真3・赤嵌楼

写真4・八田与一のブロンズ像

写真5・延平郡王祠

写真6・鄭成功の像

第
8
回
Ｍ
Ｍ
Ｓ 

開
催
延
期
の
件

　

Ｍ
ニ
ュ
ー
ス
61
号
に
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
の
2
月
か
ら
3
月
に
講
師
は
M
科
41
年
卒
業
の

米
田
博
美
氏
に
【
ス
ペ
イ
ン
語
と
ス
ペ
イ
ン
の
魅

力
】
の
内
容
で
、
第
8
回
Ｍ
Ｍ
Ｓ
を
開
催
す
る
予

定
で
し
た
が
、
こ
の
新
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
延
期
し

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
が
落
ち
着
き
次
第

に
講
師
米
田
氏
と
日
時
を
相
談
の
上
で
Ｍ
ニ
ュ
ー

ス
に
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

講　
　

師　

M
41　

米
田　

博
美　

氏

内　
　

容　

『
ス
ペ
イ
ン
語
と
ス
ペ
イ
ン
の
魅
力
』

開 

催 

日　

未
定

開
催
時
間　

未
定

開
催
場
所　

未
定

MMS08
★米田　博美氏（M41）略歴
昭和４１年　(1966) 大阪市立都島工業高等学校　機械科卒業
昭和４６年　(1971) 天理大学外国語学部イスパニア学科卒業
昭和４７年　(1972) マドリッド・コンプルテンセ大学文哲学部留学　　                   
　
昭和５５年　(1980) 青山学院大学経済学部第Ⅱ部経済学科卒業
昭和４９年　(1974～2014) メキシコ大使館公式翻訳官としてメキシコ外務省入省　
　　　　　　　　　
昭和５８年  (1983) 青山学院大学、駒沢大学兼任講師（30年間両大学に勤務）
平成２６年　(2014) 神奈川大学外国語学部スペイン学科兼任講師　現在に至る

2013年 「A&H翻訳サービス」（日英独仏中スペイン語）を大学教員と結成し、
主に日本語－スペイン語－日本語の経済関係の翻訳業務を行う。
日墨関係等を主とした論文、訳書、出版物等を発表
日本ラテンアメリカ学会会員

スペイン語とスペインの魅力

御案内

開催延期
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広報担当　A57・信原　　編集後記：寄稿して頂いた原稿を部分的に意図する内容が変化しない範囲で少々変更させて頂きました。何分ご了承ください。

都
島
ク
ラ
ブ
幹
事
会

　

Z
o
o
m
ト
ラ
イ
ア
ル
の
模
様

訃報

Ｃ27年卒　 前川　一朗氏　不明

Ｅ31年卒　 新里　勝弘氏　2020年7月6日

CI37年卒   斉藤　信也氏　2020年6月1日

Ｍ38年卒   仲西　　正氏　2020年4月7日

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

E
36　

石
垣　

英
明

　

い
つ
も
幹
事
会
で
使
用
し
て
い
た
六
甲
ク
ラ
ブ
の
会

議
室
が
、
政
府
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
を
う
け
て
、
2

月
7
日
ま
で
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
2
0
2
0

年
度
総
会
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、
幹
事
会
で
早
急

に
決
め
る
必
要
が
あ
っ
て
、
事
務
局
か
ら
対
面
に
よ
る

会
議
が
で
き
な
い
の
で
、
代
わ
り
に
テ
レ
ワ
ー
ク
で
よ

く
使
わ
れ
て
い
る
Z
o
o
m
（
ズ
ー
ム
）
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
の
打
診
が
な
さ
れ
た
。
Ｚ
o
o
m
ア
プ
リ

に
よ
る
参
加
の
可
否
に
つ
い
て
幹
事
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

11
名
の
幹
事
か
ら
参
加
表
明
が
あ
っ
た
。
私
は
、

Z
o
o
m
に
よ
る
会
議
参
加
は
何
度
も
経
験
が
あ
り
問

題
な
い
の
で
す
が
、
ホ
ス
ト
で
Z
o
o
m
会
議
を
主
催

す
る
の
は
初
め
て
の
た
め
、
ト
ラ
イ
ア
ル
（
試
行
）
す

る
こ
と
に
し
た
。
1
月
21
日
の
幹
事
会
前
日
1
月
20
日

午
後
6
時
に
ミ
ー
ト
す
る
こ
と
に
し
て
、
4
名
の
方
に

ト
ラ
イ
ア
ル
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
ト
ラ
イ
ア
ル
は
う

ま
く
接
続
で
き
な
く
て
、
か
な
り
て
こ
ず
っ
た
。
私
の

個
人
用
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
I
D
で
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
が
判
明
、
一
般
用
Z
o
o
m
ア
プ
リ
に
切
り
替
え
た
。

P
C
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
ア
プ
リ
は
O
K
だ
っ
た
が
、
ス

マ
ホ
ア
プ
リ
の
接
続
は
少
し
問
題
が
残
っ
た
。
し
か
し

一
応
使
え
る
と
判
断
し
、
1
月
21
日
に
本
番
を
実
施
す

る
こ
と
に
し
た
。
招
待
メ
ー
ル
を
午
後
6
時
の
10
分
前

か
ら
一
人
ず
つ
送
信
し
た
。
私
を
含
め
て
11
名
の
参
加

に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
幹
事
会
を
実
施
し
た
。
本
番
で
は

映
像
・
音
声
と
も
Ｏ
Ｋ
で
会
議
の
進
行
も
う
ま
く
い
き

有
意
義
な
幹
事
会
で
し
た
。
初
め
て
Z
o
o
m
に
参
加

し
た
幹
事
も
お
ら
れ
て
、
使
用
方
法
に
つ
い
て
戸
惑
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
慣
れ
る
に
し
た
が
っ
て
問
題
が

解
決
さ
れ
、
対
面
会
議
の
代
わ
り
に
使
え
る
こ
と
を
確

信
し
ま
し
た
。
今
後
会
員
の
皆
様
に
も
参
加
を
よ
び
か

け
、
コ
ロ
ナ
禍
、
Z
o
o
m
を
都
島
ク
ラ
ブ
で
広
め
て

い
け
れ
ば
と
念
願
し
ま
す
。

参加者（画面左上より・敬称略）
菅家、石垣、前田、西口、
馬江、 中谷、信原、芳仲、
笹治、松井、竹村　（参加者11名）

　

例
年
総
会
に
は
本
部
よ
り
理
事
長
、
母
校
よ
り

校
長
先
生
が
ご
来
賓
と
し
て
ご
出
席
賜
り
近
況
報

告
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
現
在
の
本
部
、
母

校
の
状
況
を
吉
川
理
事
長
、
柘
原
校
長
先
生
を
交

え
て
お
話
会
を
Z
o
o
m
に
て
開
催
す
る
予
定
で

す
。
開
催
日
時
に
つ
い
て
は
後
日
メ
ー
ル
に
て
事

務
局
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
Z
o
o
m
に
て
の

お
話
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ

を
お
持
ち
の
会
員
で
、
希
望
者
は
事
務
局
へ
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
既
に

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
て
頂
い
て
い
る
会
員

に
M
ニ
ュ
ー
ス
を
P
D
F
で
送
付
し
ま
す
の
で
受

信
で
き
た
会
員
の
ご
連
絡
は
ご
無
用
で
す
。

事
務
局
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

　

 
h
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で
す
。

皆様の原稿をお待ちしています！

Zoom

事務局までお送り下さい。

独演会

桂
米
左
東
京
公
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

事
務
局
よ
り

母
校
・本
部
の
現
状
に
つ
い
て

事
務
局
よ
り

桂 米左
　

東
京
公
演
を
22
年
連
続
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
は
新
コ
ロ
ナ
で
途
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
は

11
月
14
日
（
日
）
に
浅
草
見
番
に
て
開
催
す
る
連
絡
を

頂
い
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
会
員
は
11
月
7
日
（
日
）

17
時
ま
で
に
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

11月7日（土）第21回陶芸会

くにたち自游工房にて、マスクをして記念撮影

参加者の作品・丑

信原制作のアマビエ

浅草見番

　

毎
年
恒
例
の
青
甍
会
主
催
の
陶
芸
会
で
す
が

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
有
り
、
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
11
月
7
日
（
土
）
に
A
46
柚

木
寿
雄
氏
の
「
く
に
た
ち
自
游
工
房
」
に
て
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
A
57
信
原
・
中
谷
氏

の
2
名
で
し
た
が
。
工
房
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

他
の
グ
ル
ー
プ
の
方
々
と
一
緒
に
来
年
の
干
支

の
丑
を
柚
木
氏
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
も
と
で
製
作

し
ま
し
た
。
私
は
今
年
の
春
に
工
房
で
コ
ロ
ナ

退
散
を
願
っ
て
作
っ
た
「
ア
マ
ビ
エ
」
の
作
品

受
け
取
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

　

陶
芸
会
開
催
報
告

A
57　

信
原　

利
行

Zoom オンラインミーティング

開 

催 

日　

11
月
14
日
（
日
）
14
時
開
演          

開
催
場
所　

浅
草
見
番
（
台
東
区
浅
草
３-

33-

5
）

料　
　

金　

未　

定

　

お
問
い
合
わ
せ
は　

事
務
局
・
馬
江
ま
で　

科
、

卒
年
、
氏
名
、
参
加
予
定
人
数
を
電
話
又
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
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申
込
期
限  

11
月
7
日
（
日
）


